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待
望
の
診
療
所
オ
ー
プ
ン

「
利
根
中
央
診
療
所
」
開
設
と
社
会
福
祉
法
人
「
と
ね
虹
の
会
」
設
立
な
ど
を

中
心
に
お
知
ら
せ
す
る
生
協
強
化
月
間
も
折
り
返
し
の
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
事
業
所
で
は
特
設
窓
口
の
設
置
、
組
合
員
と
職
員
の
連
携
で
地
域
訪
問

が
連
日
、各
地
で
行
わ
れ
る
な
ど
増
資
協
力
の
呼
び
か
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
し
い
名
前
で
嬉
し
く
思
う
人
た

ち
も
多
い
と
思
う
。
１
９
５
４
年

開
院
の
初
代
利
根
中
央
診
療
所
を

利
根
診
療
所
1.0
と
す
る
な
ら
、
今

回
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
利
根

中
央
診
療
所
2.0
と
名
づ
け
た
い
と

思
う
。
今
後
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
重
ね
、
よ
り
良
い
診
療
所
に

し
て
い
き
た
い
と
思
う
▼
さ
て
、

私
は
計
６
年
間
米
国
で
生
活
し
た

が
、
そ
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
事
を

書
き
た
い
と
思
う
。
米
国
の
強
さ

は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は

多
様
性
に
あ
る
と
思
う
。
通
っ
て

い
た
学
校
で
は
、
人
種
、
言
語
、

宗
教
な
ど
、
全
く
異
な
っ
た
人
た

ち
が
、
自
由
に
活
発
に
自
分
の
意

見
を
述
べ
て
い
た
。
自
由
な
発
想

を
尊
重
し
、
違
っ
た
意
見
を
述
べ

る
の
を
恥
ず
か
し
い
と
は
思
わ
せ

な
い
雰
囲
気
が
、
そ
こ
に
は
あ
っ

た
。
日
本
語
で
、“
あ
な
た
は
変

わ
っ
て
い
る
”
と
言
わ
れ
る
の
は

悪
い
意
味
だ
が
、
英
語
で
“You 

are different.

”
は
む
し
ろ
良
い

意
味
で
使
わ
れ
る
▼
逆
に
日
本
で

は
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で

も
、
同
じ
考
え
方
の
人
が
多
い
。

た
だ
し
、
同
じ
考
え
方
ば
か
り

だ
と
、“
親
亀
こ
け
た
ら
皆
こ
け

た
”
と
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
親
亀
こ
け
た
ら
後
ろ
か

ら
追
い
抜
い
て
い
く
者
が
ど
ん
ど

ん
出
て
く
れ
ば
良
い
と
思
う
▼
地

域
を
変
革
す
る
の
は
、
よ
そ
者
、

若
者
、
馬
鹿
者
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
多
様
な
意
見
を
尊
重
し
、
大

事
に
育
て
る
と
い
う
こ
と
が
、
今

後
の
日
本
に
必
要
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？
利
根
中
央
診
療
所
が

今
後
発
展
す
る
た
め
に
も
、
所
長

と
し
て
、
多
様
性
の
尊
重
と
い
う

こ
と
を
常
に
意
識
し
て
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
利
根
中
央
診
療
所
長
・
小
林
）

　

11
月
１
日
、
待
ち
に

待
っ
た
利
根
中
央
診
療

所
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

高
齢
者
の
中
に
は
、
懐

一人は万人のために 万人は一人のために

寒い季節になりました。ここでは、寒さを抑えるためのアイデアを紹介します。○窓枠をふさぐ　台所のスポンジを細長く切り、窓枠の溝に挟めば簡単にすきま風を防げます。
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待
望
の
診
療
所
オ
ー
プ
ン

安
堵
の
灯
ふ
た
た
び

事
業
所
で
も

呼
び
か
け

生
協
の
力
を
発
揮

各
地
で
訪
問
行
動

組合員３万人に！

利根保健生協　2017 年 9 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・30,011 人
出 資 金 額・・・・1,592,524,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・53,065 円

理事32名　監事4名　総代209名　班長1,442名

発　行　人　糸 賀 俊 一　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,700　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

利
根
中
央
診
療
所
が
10
月
17
日

引
き
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。
病
院

が
移
転
し
暗
か
っ
た
周
辺
が
明
る

く
な
り
、
住
民
か
ら
も
「
ま
た
、

安
心
で
き
る
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
法
人
「
と
ね
虹
の

会
」
が
設
立
し
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
来
年
の
秋
完
成
を
目
指

し
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
へ

の
準
備
金
と
し
て
、
生
協
か
ら

８
千
万
円
の
寄
付
を
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
利
根
中
央
病
院
の
返

済
も
始
ま
る
な
ど
、
生
協
の
「
出

資
・
利
用
・
運
営
」
を
発
揮
す
る

月
間
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

利
根
保
健
生
協
が
５
ヵ
年
計
画
の
中
で
組
合
員
３
万

人
目
標
を
か
か
げ
、９
月
26
日
達
成
し
ま
し
た
。

　

本
人
は
「
ま
さ
か
自
分
が
、
と
び
っ
く
り
し
て
い

る
」
と
照
れ
く
さ
そ
う
な
表
情
の
井
土
上
町
の
穂
苅
優

人
さ
ん
。
結
婚
し
て
親

か
ら
離
れ
、
所
帯
を
も

っ
た
こ
と
が
新
規
加
入

し
た
き
っ
か
け
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
片
山

専
務
か
ら
記
念
品
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
と ね 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
とね訪問看護ステーション
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市東原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（23）3706
☎（22）3223

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページ で検索できます利根保健

9/22～11/30
生協強化月間

　

旧
利
根
中
央
病
院
第
2
駐
車
場
跡
地
に
新
築
移

転
し
た
「
利
根
中
央
診
療
所
」
が
、
11
月
１
日
よ

り
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。
利
根
中
央
病
院
と
電

子
カ
ル
テ
で
情
報
の
共
有
が
で
き
る
の
が
強
み
で

す
。
診
療
体
制
等
ご
覧
い
た
だ
き
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
予
約
の
な
い
方
、
急
患
の
方
は
事
前
に
電
話

連
絡
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
と
ね
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
も
こ
ち
ら
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

10
月
に
入
り
、
各
支
部
で
訪
問

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
い
く
つ
か

の
支
部
で
精
力
的
に
訪
問
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

沼
田
東
支
部
で
は
、
連
携
職
場

の
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か

ら
全
班
長
さ
ん
に
訪
問
の
協
力
の

　

生
協
強
化
月
間
に
あ
わ
せ
事
業

所
窓
口
で
も
「
特
設
窓
口
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
集
会

翌
日
か
ら
10
月
末
ま
で
、「
年
に

１
回
は
増
資
を
」
と
支
部
役
員
と

職
員
で
連
日
呼
び
か
け
が
さ
れ
た

病
院
。
そ
の
他
の
事
業
所
で
は
、

利
用
委
員
が
期
間
を
決
め
て
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
今
年
は
、「
利

根
中
央
診
療
所
竣
工
記
念
増
資
」

（
１
口
５
千
円
以
上
）
も
皆
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

電
話
か
け
。
協
力
で
き
る
場
合
は

日
程
の
調
整
を
し
て
一
緒
に
訪

問
、
都
合
で
協
力
で
き
な
い
地
域

は
職
員
だ
け
で
訪
問
を
し
よ
う
と

意
思
統
一
。
10
月
末
ま
で
に
は
１

人
２
回
は
地
域
に
出
る
こ
と
も
決

め
ま
し
た
。

　

沼
田
西
支
部
で
は
、
今
年
は
薄

根
町
を
全
戸
訪
問
す
る
こ
と
を
運

営
委
員
会
で
確
認
し
ま
し
た
。
全

総
代
で
地
域
を
割
り
振
り
、
連
携

職
場
の
５
Ａ
・
Ｂ
病
棟
職
員
と
の

地
域
訪
問
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

月
夜
野
東
支
部
で
は
、
町
ご
と

に
担
当
を
決
め
、
班
長
さ
ん
の
協

力
を
も
ら
い
な
が
ら
連
携
職
場
の

３
Ａ
病
棟
職
員
と
訪
問
し
ま
す
。

例
年
、
集
中
行
動
日
な
ど
も
設
定

し
て
お
り
今
年
も
計
画
の
予
定
で

す
。

　

昭
和
東
支
部
で
も
、
11
月
に
地

域
を
絞
っ
て
統
一
行
動
日
を
設

け
、
集
中
訪
問
を
行
う
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　

訪
問
の
際
は
、
地
域
で
の
困
り

ご
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
あ
わ

せ
て
職
員
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

主な検査設備

【 診 察 時 間 】

【 診 療 科 目 】

　9：00 ～ 12：00
14：00 ～ 17：00（受付は 16：30 まで）

内科・小児科

■ 一般レントゲン撮影装置　■ エコー（胸腹部・心臓）
■ 24 時間血圧計　　　　　 ■ ホルター心電図　 など

＊小児科受診、予約のない方、急患の方は、
　電話連絡後（24-1202）にお越しください

月

火

水

木

金

土

午前 午後

小林
長坂

小林
（訪問診療）
長坂

小林
（訪問診療）

小林
長坂

（第 1・3）

小林

長坂

小林

小林
（訪問診療）
長坂

小林
（訪問診療）

小林
（訪問診療）
長坂

（第 1・3）

長坂

利根中央診療所 開設利根中央診療所 開設

病院特設窓口で対応する支部役員



第
49
回
群
馬
県
生
協
大
会
が
10

月
24
日
（
火
）、
前
橋
市
の
公
社
総

合
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
当
生
協
か

ら
職
員
・
組
合
員
合
わ
せ
て
13
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

団
体
表
彰
で
は
、
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
（
利
南
・
白
沢
・
昭
和
東
・
昭

和
南
支
部
）
と
月
夜
野
西
支
部
町

組
合
同
班
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
な
が
お
か

医
療
生
協
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
は
る
か
」
の
見
学
や
、市
町
村

と
の
懇
談
、
病
院
祭
で
の
農
産
物

の
販
売
な
ど
、
ブ
ロ
ッ
ク
独
自
の

企
画
が
評
価
さ
れ
、
月
夜
野
西
支

部
町
組
合
同
班
は
、
毎
月
異
な
る

テ
ー
マ
で
班
会
を
開
き
、
質
問
や

疑
問
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
継
続

し
た
健
康
づ
く
り
に
と
り
く
ん
で

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
古
屋
和
雄
さ
ん
よ
り

「
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
競
争
」
す
る

の
で
は
な
く
「
共
生
」
す
る
社
会

の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
し
が
さ

れ
ま
し
た
。

10
月
15
日
（
日
）、
沼

田
十
王
公
園
に
て
、
毎
年

恒
例
の
く
ら
し
と
健
康

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
今

年
は
雨
の
中
、１
８
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
薄

根
ふ
る
さ
と
太
鼓
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
と
、
穂
苅
清

一
実
行
委
員
長
代
理
、
横

山
公
一
市
長
、
星
野
稔
市

議
会
議
長
ら

の
あ
い
さ
つ

で
開
会
し
ま

し
た
。

ス
テ
ー
ジ

で
は
、
６
団
体
よ
り
歌
、

演
奏
、
ダ
ン
ス
、
太
極
拳

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
内
容
と
な
り
ま
し

た
。利

根
中
央
病
院
の
放

射
線
技
師
に
よ
る
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
で
は
、
風
船

で
作
っ
た
キ
リ
ン
や
ク

マ
、
ハ
ー
ト
の
ス
テ
ッ
キ

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
と
て

も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

生
協
か
ら
は
お
菓
子

や
手
芸
品
、
お
花
、
農
産

物
、
バ
ザ
ー
な
ど
９
支
部

が
出
店
。
特
に
利
南
支
部

の
う
ど
ん
は
昼
頃
に
は

売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
大
人
気
で
し
た
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
の
べ
２
１
２

人
の
方
が
血
圧
や
体
組

成
、
握
力
、
足
指
力
、
歯

科
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
受

け
ま
し
た
。

利 根 の 保 健

断熱シートを貼る。　室内の暖気を逃さず、外の冷気を取り込まないために窓に断熱シートを貼りましょう。
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〈
沼
田
東
支
部
〉

武
井
恵
美
子

阿
部　

光
枝

山
岸　

稔
也

田
中　

澄
子

〈
沼
田
中
支
部
〉

宮
崎
美
惠
子

〈
沼
田
西
支
部
〉

角
田　

敏
哉

角
田
奈
津
子

〈
沼
田
南
支
部
〉

阿
部　

初
枝

〈
沼
田
北
支
部
〉

豊
野
す
み
江

藤
枝　

理
恵

萩
原
さ
く
江

桒
原　

栄
子

〈
利
南
支
部
〉

東　
　

直
美

宮
島　

松
子

村
田　

優
子

永
井　

清
子

〈
池
田
支
部
〉

大
嶋　

近
枝

〈
薄
根
支
部
〉

穂
苅　

優
人

西
山
フ
ヂ
子

杉
木　
　

靖

戸
丸
さ
よ
子

〈
川
田
支
部
〉

生
方　

祥
子

金
子　

敏
子

生
方　

初
子

小
林
と
も
子

徳
江　

安
治

塩
野　

京
子

〈
利
根
北
支
部
〉

澤
口
し
げ
子

〈
片
品
支
部
〉

鏑
木
お
ま
ち

〈
川
場
支
部
〉

鶴
本　

龍
史

井
上　

聖
也

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

増
田　

宮
野

〈
新
巻
支
部
〉

玉
川　

洋
一

〈
水
上
支
部
〉

瀧
澤　

章
光

中
村　

則
之

〈
昭
和
南
支
部
〉

岡
田
美
香
子

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
9
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
155
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

９
月
の

新
加
入
者

く
ら
し
と

�
健
康
ま
つ
り
開
催

第35回

団
体
表
彰
受
賞

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
利
南
・
白
沢
・
昭
和
東
・
昭
和
南
支
部
）

月
夜
野
西
支
部
町
組
合
同
班

第49回

群
馬
県
生
協
大
会

「ぞうれっしゃがやってきた」
（シアター・ポランの広場）

支部出店（須川）支部出店（利南）

健康チェックコーナー

お
も
し
ろ
サ
イ
ク
ル
ラ
ン
ド

薄
根
ふ
る
さ
と
太
鼓

歌 （堀越けいにん）

第
２
回
社
保
学
校
が
10

月
21
日
（
土
）、利
根
中
央
病

院
の
研
修
室
で
開
か
れ
47

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

平
和
・
社
保
委
員
会
に
よ

る
４
回
連
続
講
座
で
、
今
回

は
２
回
目
の
開
校
で
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
結
の
家
」、理
事

長
・
尾
崎
多
美
子
さ
ん
を
講

師
に
お
迎
え
し
「
子
ど
も
の

貧
困
と
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

Ｄ
Ｖ
加
害
者
は
な
ぜ
暴
力
を

ふ
る
う
の
か
、加
害
者
の
歪
ん
だ

考
え
方
や
、暴
力
を
使
っ
て
相
手

を
支
配
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
、習
慣
や
伝
統
に
作
ら
れ
た
性

差
・
偏
見
な
ど
に
つ
い
て
お
話
が

さ
れ
ま
し
た
。Ｄ
Ｖ
の
中
で
育
つ

子
ど
も
は
心
身
に
大
き
な
影
響

を
受
け
る
よ
う
で
す
。

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
は
、

ワ
イ
ワ
イ
い
い
な
が
ら
食
べ
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、困
っ

て
い
る
こ
と
を
相
談
で
き
る
場

所
に
し
た
い
と
お
話
が
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
「
結
の
家
」
で
取
り

組
ん
で
い
る
、
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
か
ら
一
時
的
に
避
難
で
き
る

「
結
の
家
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の
紹
介

と
、無
料
学
習
塾
の
案
内
の
あ
と
、

活
発
に
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、
第

２
回
の
講
演
会
を
終
え
ま
し
た
。

第
２
回 

社 

保 

学 

校

「
子
ど
も
の
貧
困
と
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
」

職　　種 条　　　　件
理 学 療 法 士 新卒、中途可

作 業 療 法 士 新卒、中途可

言 語 聴 覚 士 新卒、中途可

社 会 福 祉 士 新卒（2018 年 4 月入職）

臨床検査技師 新卒、中途可（2018 年 4 月入職）

診療放射線技師
新卒、中途可（2018 年 4 月入職）
MMG 検査業務拡大のため、女性技師
も歓迎！

【職員募集】以下の職員を募集しています。

応募方法  履歴書送付
　　　　　 随時ご応募受けています。
　　　　　 見学等もご相談ください。
問い合わせ 総務部 小林 ☎ 0278-22-6060

第
３
回
は
12
月
７
日

（
木
）、
テ
ー
マ
は
「
原
発
・

憲
法
・
沖
縄
基
地
問
題
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

三味線（鈴友会）



一人は万人のために 万人は一人のために

夜、雨戸を閉める。　日が落ちる前に雨戸を閉め、暖かい部屋の空気を逃さないようにしましょう。

（３） 第578号2017年11月１日（毎月1回1日発行）

団

欒
に
頷

く

鶺

鴒

川

野
か
な

妻
に
ま
ね
名
で
呼
ぶ
倅
秋
彼
岸

し
が
ら
み
の
世
の
夕
月
や
独
り
酒

虫
の
闇
リ
ズ
ム
数
へ
し
夢
路
か
な

秋
空
に
夢
を
描
き
し
半
寿
か
な

芝
に
寝
て
雲
の
流
れ
に
萩
の
花

異
国
語
の
足
早
に
過
ぐ
草
紅
葉

名

月
に
つ
か
ず
離
れ
ず
銀
の
雲

焼
き
過
ぎ
て
細
身
の
秋
刀
魚
尚
細
し

根
分
け
し
が
や
は
り
野
に
あ
れ
吾
亦
紅

爽

籟
や

語
る

術

な
き

人
の
声

新

米

の

幟

客

引

く

道

の

駅

具
の
多
き
熱
き
味
噌
汁
冬
に
入
る

秋

風

鈴

秘
め
て
語
れ
ぬ
胸
の
内

尼
僧
に
送
ら
れ
て
逝
く
良
夜
か
な

良
夜
な
り
影
無
き
夫
と
縁
に
佇
つ

主
婦
の
座
に
老
い
て
も
座
る
竹
落
葉

豪

州

の

客

も

大

房

葡

萄

狩

秋
桜
や
電
話
に
残
り
亡あ

姉ね

の
声

返

信

に

返

信

か

さ

ね

鰯

雲

沼
田
市
新
町�

須
藤　
　

薫

沼
田
市
高
橋
場
町�

永
井　

永
陽

沼
田
市
桜
町�

名
胡
桃
董
光

沼
田
市
堀
廻
町�

亀
島　

光
子

沼
田
市
横
塚
町�

佐
々
木
と
み
え

沼
田
市
上
久
屋
町�

木
村　

昌
子

沼
田
市
栄
町�

貝
瀬　

久
代

沼
田
市
栄
町�

戸
丸　

雅
代

沼
田
市
横
塚
町�

星
野　

順
子

沼
田
市
久
屋
原
町�

阿
部　

邦
尭

沼
田
市
薄
根
町�

佐
藤
さ
や
か

沼
田
市
下
沼
田
町�

丸
岡　

勇
吉

沼
田
市
硯
田
町�

阿
部　

ま
つ

沼
田
市
横
塚
町�

宮
田　

君
子

沼
田
市
戸
鹿
野
町�

宇
敷
真
由
美

沼
田
市
硯
田
町�

平
井
登
志
絵

川
場
村
生
品�

千
木
良
英
子

川
場
村
生
品�

桑
原
あ
や
こ

み
な
か
み
町
政
所�

松
田
さ
と
子

昭
和
村
森
下�

真
下　

章
子

乾
燥
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
日
頃
の
お
肌
の
ケ

ア
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？

健
や
か
な
皮
膚
を
保
つ
た
め
に
基
本
的
な
ス
キ
ン
ケ

ア
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2017.11月号

入
れ
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

肌
の
ト
ラ
ブ
ル
は
色
々
な
原
因

に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。そ
の
１
つ
に

加
齢
に
よ
る
バ
リ
ア
機
能
の
低
下

が
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
高
齢
者
の

皮
膚
は
、
油
分
や
水
分
が
減
り
乾

燥
肌
（
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
）
に
な
り
が

ち
で
す
。

ス
キ
ン
ケ
ア
を
正
し
く
お
こ
な

う
こ
と
に
よ
っ
て
健
や
か
な
皮
膚

を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
と
は

皮
膚
の
生
理
機
能
の
１
つ
に
バ

リ
ア
機
能
が
あ
り
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
や
解
散
の
風
議
員
ら
に

や
め
ら
れ
ぬ
酒
に
理
由
を
つ
け
て
飲
む

ミ
サ
イ
ル
が
落
ち
た
ら
す
ぐ
に
机
下
も
ぐ
れ

香
香
が
日
本
に
笑
顔
撒
き
散
ら
す

沼
田
市
柳
町�

津
久
井
富
子

沼
田
市
西
倉
内
町�

関　
　
　

亨

沼
田
市
堀
廻
町�

今
井　

栄
一

み
な
か
み
町
石
倉�

藤
田　

俊
彦

利根中央病院
職 紹場 介臨 床工学室

臨床工学室は現在５名の臨床工学技士が在籍しています。
臨床工学技士とは、医学と工学の両面を兼ね備えた国家資
格で生命維持管理装置の操作及び保守点検を行う医療機器
の専門医療職種です。
主に扱う生命維持管理装置には血液浄化装置（血液透析
装置）、人工呼吸器、心臓ペースメーカー、そして人工心肺
や補助循環装置等があります。現在は生命維持管理装置に
限らず、病院内の全ての医療機器を管理しています。
当院での主な業務は血液浄化（血液透析装置の操作・保
守点検）、ＭＥ管理（院内の医療機器の保守点検）、循環器（心
臓カテーテル検査・治療、ペースメーカーの植え込み）を行っ
ており、医療機器の安全確保と有効性維持の担い手として
チーム医療に貢献しています。
現在、高度な医療機器が医療現場で果たす役割が非常に
大きいため、今後も患者様に安心安全の医療を提供出来る
様、臨床工学室一同業務に励んでいきます。

こ
の
バ
リ
ア
機
能
は
主
に
皮
脂

膜
と
角
層
の
働
き
に
よ
っ
て
保
た

れ
て
い
ま
す
。
体
の
内
側
と
外
側

を
区
別
し
て
外
か
ら
有
害
な
も
の

が
入
っ
て
く
る
の
を
防
ぐ
機
能
、角

質
層
の
水
分
を
保
つ
保
湿
機
能
、

脂
膜
を
弱
酸
性
に
保
つ
抗
菌
作
用

と
皮
膚
を
弱
酸
性
へ
戻
す
働
き
を

す
る
緩
衝
作
用
の
３
つ
の
機
能
が

あ
り
ま
す
。

　

洗
浄
と
保
湿

ス
キ
ン
ケ
ア
の
第
一
歩
は
洗
浄

か
ら
始
ま
り
ま
す

洗
浄
の
役
割
は
、
皮
膚
に
つ
い

た
汚
れ
を
落
と
す
こ
と
で
す
。

汚
れ
を
落
と
す
た
め
に
、
皆
さ

ん
が
普
段
使
っ
て
い
る
石
け
ん
に

つ
い
て
汚
れ
の
落
ち
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
特
徴
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

皮
膚
と
は

ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
お
話
を

す
る
前
に
皮
膚
に
つ
い
て
少
し
説

明
を
し
て
い
き
ま
す
。

皮
膚
は
人
の
体
の
中
で
最
大
の

臓
器
と
も
言
わ
れ
人
間
の
体
を
包

ん
で
外
界
の
刺
激
か
ら
保
護
し
て

い
ま
す
。
天
然
の
宇
宙
服
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。
総
面
積
は
約
１
・

６
㎡
（
成
人
）
畳
１
枚
分
位
に
な
り

ま
す
。

　

ス
キ
ン
ケ
ア
と
は

「
ス
キ
ン
ケ
ア
」
と
は
肌
の
お
手

～命のエンジニア～

霜
降
り
て
背
戸
の
蜂
屋
の
柿
剝
け
ば
谷
川
颪
は
期
せ
ず

吹
き
く
る

福
島
の
友
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
訪
ね
来
し
六
年
と
い
ふ
は
ひ
と

つ
の
区
切
り
か

時
折
り
に
季
節
の
野
菜
く
れ
る
人
ひ
と
の
情
の
在
り
難

き
か
な

県
境
の
山
は
日
ご
と
に
色
変
え
深
き
谷
に
も
秋
の
下
り

乗
る

突
き
ぬ
け
し
秋
晴
れ
の
も
と
体
育
祭
請
わ
れ
参
加
す
老

い
の
玉
入
れ

霜
降
り
て
収
穫
待
ち
の
菜
園
は
枯
野
と
化
し
て
秋
は
深

ま
る

沼
田
市
戸
鹿
野
町�

内　

山　

高　

重

　
沼
田
市
久
屋
原
町�

氏　

家　
　
　

孝

　
み
な
か
み
町
東
峰�

河　

合　

な
み
江

　
み
な
か
み
町
相
俣�

野　

島　

幸　

恵

　
み
な
か
み
町
後
閑�

番　

場　

正　

夫

　
片
品
村
幡
谷�

千　

明　

洋　

子

洗
浄
剤
の
主
成
分
は
界
面
活
性

剤
で
す
。界
面
活
性
剤
は
水
に
な
じ

み
や
す
い
親
水
基
と
油
と
な
じ
み

や
す
い
疎
水
基
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
皮
膚
表
面
の
汚
れ
は
、
皮
脂

と
ほ
こ
り
に
よ
る
油
性
成
分
で
す
。

界
面
活
性
剤
は
汚
れ
の
表
面
を

取
り
込
み
、
汚
れ
を
引
っ
張
り
上

げ
ボ
ー
ル
の
様
な
状
態
に
し
、油
を

取
り
込
ん
で
汚
れ
を
引
き
は
な
し

ま
す
。そ
し
て
お
湯
で
流
す
こ
と
に

よ
り
皮
膚
表
面
か
ら
汚
れ
を
落
し

ま
す
。こ
れ
が
洗
浄
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
す
。

洗
浄
の
ポ
イ
ン
ト
は
石
け
ん
を

よ
く
泡
立
て
る
こ
と
、泡
立
て
る
こ

と
で
洗
浄
力
が
ア
ッ
プ
す
る
他
に

泡
切
れ
も
良
く
な
り
ま
す
。

次
に
洗
浄
剤
で
す
が
、
市
販
さ

れ
て
い
る
石
け
ん
に
は
色
々
な
種

類
が
あ
り
ま
す
。一
般
的
な
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
の
石
け
ん
は
弱
ア
ル
カ
リ
性

で
泡
立
ち
が
良
く
、
洗
浄
力
は
強

く
、洗
い
上
が
り
が
さ
っ
ぱ
り
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

そ
し
て
人
間
の
肌
と
同
じ
弱
酸

性
の
石
け
ん
は
、な
め
ら
か
で
す
す

ぎ
落
ち
に
優
れ
て
お
り
脱
脂
力
が

低
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

そ
の
他
に
薬
用
石
け
ん
や
ベ
ビ

ー
石
け
ん
な
ど
が
あ
り
ま
す
。ベ
ビ

ー
石
け
ん
は
赤
ち
ゃ
ん
に
使
用
す

る
の
で
肌
に
優
し
い
と
思
っ
て
は

い
ま
せ
ん
か
？　

実
は
、皮
脂
や
汗

の
成
分
が
盛
ん
な
新
生
児
用
に
作

ら
れ
た
石
け
ん
で
ア
ル
カ
リ
刺
激

が
強
く
高
齢
者
に
使
用
す
る
と
皮

脂
量
や
角
質
水
分
量
が
減
少
し
皮

利根中央病院
皮膚・排泄ケア認定看護師

松本 厚子

健
や
か
な
皮
膚
を
保
つ
た
め
に

　 

ド
ラ
イ
ス
キ
ン
と
予
防 

　

膚
の
乾
燥
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

高
齢
者
や
乾
燥
肌
の
人
は
弱
酸

性
の
石
け
ん
を
使
用
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

　

洗
浄
方
法

石
け
ん
は
よ
く
泡
立
て
泡
の
弾

力
で
皮
膚
を
や
さ
し
く
洗
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
な
ど
で
ゴ
シ

ゴ
シ
擦
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
湿
に
つ
い
て

皮
膚
が
乾
燥
し
か
さ
か
さ
し
て

い
る
状
態
を
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
と
い

い
ま
す
。皮
膚
が
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
と

な
る
と
バ
リ
ア
機
能
が
壊
れ
て
角

質
層
の
隙
間
か
ら
微
生
物
や
ア
レ

ル
ギ
ー
の
元
と
な
る
ア
レ
ル
ゲ
ン

が
入
り
や
す
い
状
態
と
な
り
、
皮

膚
障
害
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。（
図
１
）

保
湿
剤
の
使
用
量
の
目
安
で
す

が
、手
の
ひ
ら
２
枚
分
の
広
さ
に
塗

る
場
合
５
ｇ
入
り
の
チ
ュ
ー
ブ
で

は
人
差
し
指
の
先
か
ら
第
一
関
節

ま
で
伸
ば
し
た
量
、ロ
ー
シ
ョ
ン
タ

イ
プ
の
場
合
は
、１
円
玉
大
の
量
が

適
量
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

新年号

絵
画
、写
真
、書
画
、俳
句
、短
歌
、川
柳
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
他

各
種
作
品
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。�

締
切
り
12
月
10
日

　
　
　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

〒
３
７
８
︱
０
０
５
３　

沼
田
市
東
原
新
町
１
８
６
１
の
１

石
け
ん
で
洗
っ
た
後
は
、汚
れ
だ

け
で
な
く
皮
脂
膜
も
除
去
し
て
し

ま
う
の
で
、特
に
洗
浄
力
の
強
い
石

け
ん
を
使
用
し
た
後
や
、
入
浴
し

た
後
は
肌
が
乾
燥
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に
は
、入

浴
後
５
分
以
内
に
保
湿
剤
を
早
く

ム
ラ
な
く
塗
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

塗
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
清
潔

な
手
に
保
湿
剤
を
と
り
、
１
カ
所

で
は
な
く
皮
膚
の
複
数
の
箇
所
に

点
在
さ
せ
て
付
け
、
指
先
で
は
な

く
手
の
ひ
ら
全
体
を
使
っ
て
や
さ

し
く
丁
寧
に
、
広
く
伸
ば
し
皮
膚

の
し
わ
に
そ
っ
て
塗
り
ま
し
ょ
う
。

保
湿
剤
を
塗
っ
た
後
は
、
皮
膚
が

し
っ
と
り
す
る
程
度
が
良
い
状
態

で
す
。

保
湿
剤
に
は
、
化
粧
水
タ
イ
プ
・

ロ
ー
シ
ョ
ン
・
乳
液
タ
イ
プ
・
ク
リ

ー
ム
タ
イ
プ
な
ど
種
類
が
あ
り
ま

す
。
夏
は
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
、冬

は
し
っ
と
り
す
る
も
の
な
ど
季
節

や
使
用
感
に
合
わ
せ
選
択
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
保
湿
剤
は
水
分

機
能
を
高
め
て
う
る
お
い
を
保
つ

セ
ラ
ミ
ド
入
り
の
も
の
を
お
勧
め

し
ま
す
。

保
湿
剤
を
塗
る
回
数
は
１
日
に

何
回
塗
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
。
乾

燥
し
て
い
る
と
き
は
こ
ま
め
に
塗

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
、何

か
お
悩
み
が
あ
れ
ば
皮
膚
科
へ
ご

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

図１ 〈健康な皮膚〉

チリ・ホコリ

皮脂膜が刺激や外気をブロックし、角層で
水分を逃がさないように保持しています。

角質細胞間脂質 皮脂膜

角
層

表
皮

水分

天然保湿因子

刺激
外気

水分

刺激・外気 刺激・外気

〈乾燥した皮膚〉

皮脂膜や角質細胞が乱れて隙間ができ、
肌の内部から水分が失われてしまいます。

図２軟膏・
クリームは
人差し指の
先から

第一関節まで

ローションでは
１円玉大で

およそ手の面積
２枚分に濡れます。
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○カーテンは長めのものを　カーテンの下に隙間があると、そこから冷気が入ってきてしまいます。※暖房を使用する際は、必ず換気をしましょう。

池田　発知新田町合同班 薄根　井土上町合同班

脳トレ

脳トレ、体組成チェック
簡単にできる脳トレで、頭を活性化！　参加人数が多
く、非常ににぎやかな班会になりました。

簡単な問題を解いて、脳のトレーニング！！　少し難しい
な、と思う問題にもチャレンジするのがポイントです。

川場　生品合同班

川場　湯原太郎班

利南　栄町合同班

食事交流会

オーラルフレイル/体組成、握力、足指力チェック

尿もれについて、骨盤底筋体操/体組成チェック
体組成チェックで筋肉量や体脂肪などを確認し,尿もれ
の勉強をしました。会話もはずみ、楽しい班会になりま
した!

お寿司やオードブルなど、色とりどりの美味しい料理を
囲んで、会話もはずみ賑やかな班会になりました。

自分の口から食事をとることの大切さを学び、ピロピ
ロを使ったエクササイズを実施しました。

沼田東

沼田南

沼田北

池　田

利根北

片　品

川　場

利　南

白　沢

昭和南

沼田西

薄　根

川　田

高　山

月夜野東

月夜野西

水　上

須　川

職域・他

病棟・他

生方　輝房

村田　定蔵

小林永久子

得能　淑子

髙橋　道子

清水　武子

染谷はるい

馬場半次郎

永井　達郎

大竹すみ枝

和田　　益

高橋まち子

木内　敬二

高橋　コト

亀岡　衣代

高山　清二

井上　裕次

金子　好男

星野　完夫

星野　時夫

櫛渕トヨ子

織田澤はま子

角田　梅子

石井　征子

諸田はま江

戸部　カツ

渡辺　春子

金子　京子

佐藤　郁子

三ツ井久雄

久枝　　允

穂苅　勝代

深津　文子

岡野　行男

木村朝次郎

飯塚興志次

中村　秀夫

江口　健己

真庭　利治

渋谷　典子

木村かよ子

都丸　富子

長濱　水郎

林　　友好

岡田　完二

中村しげ子

朝倉　　薫

富沢カヅエ

岡嶋　禎子

岡野　行男

西畠みどり

金井　雪江

アレルギーの原因対策

温泉班会

骨粗しょう症について

茶話会

太極拳（3 回）

体操

体操

熱中症について

俳句会

予防体操（腰痛・膝痛・肩こり）

脳トレ

脳トレ

脳トレ

脳トレ

脳トレ

脳トレ

健康グラウンドゴルフ班会（24 回）

健康体操（2 回）

腰痛の話・ころばん体操

腰痛の話・ころばん体操

骨盤底筋体操

大腸がんチェック

睡眠の悩み解消“12 箇条”

卓球班会

食中毒について

腰痛・転倒予防体操

腰痛・転倒予防体操

腰痛・転倒予防体操

腰痛・転倒予防体操

腰痛・転倒予防体操

脳トレ

血管年齢を若く保つために

心臓病について

カラオケサロンひだまり（14回）

介護保険・認知症予防について

介護保険・認知症予防について

北国の春体操・ゲーム（頭の体操）

北国の春体操・ゲーム（頭の体操）

北国の春体操・ゲーム（頭の体操）

笑いヨガ・認知症

絵手紙（2 回）

健康促進

咀嚼の効果・胃腸の健康

咀嚼の効果・胃腸の健康

大腸がんについて・セラバンド体操

体組成チェック

体組成チェック

糖尿病について

ラジオ体操・脳いきいき体操（4 回）

健康マージャン広場（13 回）

高血圧について

フッ素班会

4

6

6

4

12

4

4

5

5

6

3

3

4

4

4

3

171

9

5

5

11

4

7

6

11

6

5

5

4

4

4

10

5

100

25

9

6

5

5

6

18

6

7

6

5

4

4

5

24

136

13

14

上原町 7-3

上原合同

材木町 11-3

西原新町 11-1

秋桜会

健康班

健康班

鍛冶町 10

いこい句会

岡谷 西部１

発知新田町 1、2

発知新田町 3

発知新田町 4

発知新田町 5

発知新田町 6

発知新田町 7

平川合同

大原合同

菅沼 １

菅沼 ２

生品合同

上久屋馬場

尾合合同

ラビットの会

永井合同

清水町合同

清水町合同

榛名町合同

薄根町合同

薄根町合同

井土上町合同

恩田合同

宮塚合同班

ひだまりの会

判形合同

関口前原班

政所合同

政所合同

真庭合同

後閑　上・下入合同

虹の会

さわやか班

月夜野 町組合同

月夜野 町組合同

月夜野 橋下合同

藤原 明川・分譲地合同１

藤原 明川・分譲地合同２

須川　十二河原

福寿草

健康麻雀を楽しむ会

ふれあいの輪

どんぐり保育園

9月班会開催一覧
支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

760 人107 班総計

9月まちかど健康チェック開催一覧
会　　場

沼田西倉内区民館
矢瀬親水公園
高山温泉ふれあいプラザ
JA 東部支店

支部名
沼田中

月夜野東
高山
白沢

おらがまちの 班会あれこれ

・
久
し
ぶ
り
に
入
院
し
ま
し
た
。

看
護
師
さ
ん
や
先
生
に
優
し
く
親

切
に
し
て
頂
き
、
本
当
に
安
心
し

て
治
療
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
風
呂
場
の
イ
ス
な
ど
に
黒

カ
ビ
が
付
着
、
お
掃
除
後
の
点
検

を
お
願
い
し
ま
す
。
脱
衣
場
で
は

髪
の
毛
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
簡
易
的
な
掃

除
道
具
（
コ
ロ
コ
ロ
）
が
あ
れ
ば
良
い
な
あ

と
思
い
ま
す
。

病
院
か
ら
の
回
答

　

掃
除
後
の
点
検
が
不
十
分
で
大
変

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
風

呂
場
の
掃
除
は
、
曜
日
を
決
め
て
カ

ビ
専
用
洗
剤
で
掃
除
す
る
よ
う
改
善

し
ま
し
た
。
脱
衣
場
に
は
コ
ロ
コ
ロ

を
用
意
し
ま
し
た
。
ご
指
摘
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
虹
の
箱
」
投
書
よ
り

掲載希望の方は ①お子様氏名 ②年齢
③住所 ④コメント（13文字以内）
⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。

編集事務局  E-mail:sukusuku-tone@tonehoken.or.jp

み
な
か
み
町
高
日
向

唐
澤
友ゆ
づ
き瑞
希
ち
ゃ
ん
（
11
カ
月
）

元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い

11月まちかど健康チェック開催予定
会　場

高山温泉
ふれあいプラザ

支部名

高 山

日  時
26日
17:00～19:00

お知り合いの
医学生さんを
ご紹介ください

利根中央病院が加盟する群馬民医連では、
将来、勤務を希望する医学生さんを対象に、
奨学金の貸与を行なっております。

　募集人員：第 1 学年から卒業年次まで
　　　　　　の若干名

　貸与金額：1～3年生  50,000円／月
　　　　　　4～6年生  60,000円／月

　備考：●他の奨学金を利用している方
　　　　　も応募できます。
　　　　●奨学金の申請は年間を通じて
　　　　　受け付けています。
　　　　●卒業後、一定の勤務により奨
　　　　　学金の返還が免除されます。

　連絡先：病院 医局事務課（22-4321）

ご面会・お見舞いの方へお願い
入院中の患者様の安静と安全を保つため、病室を訪問され
る方は各病棟カウンターにて「面会受付」をお願いします。

～受付手順～

① 「面会申込書」を記入してください。（代表者のみ）

② 面会者用の「名札」を着用してください。（面会者全員）

③ 面会が終わりましたら名札ケースへ返却をお願いします。

※ 面会時間は午後 1 時～ 5 時、6 時 30 分から 8 時です。
　 面会は 30 分以内にお願いします。

・
先
日
電
話
予
約
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
傷
の
状
態
と
痛
み
を
伝
え

る
と
外
科
と
連
絡
を
取
っ
て
く
だ
さ
り
、
早

く
処
置
し
た
方
が
良
い
の
で
早
め
の
受
診
を

勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。
丁
寧
な
対
応
を
し
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。
外
科
の
先
生
に

お
世
話
に
な
り
、
痛
み
も
と
れ
て
良
か
っ
た

で
す
。


